
 

「人を笑顔にできる、美味しい柑橘を作りたい！」 

 

 

片岡 星也（30歳） Uターン 

（西予市） 

 

 

１ 就農の動機・理由 

実家が農家で、農業に取り組む父の姿

勢に憧れ、いつかは家業を継ごうと考え

ていた。そんな中、西予市の広報誌に掲

載されていた先輩の記事を見て感銘を受

け、本格的に農業を始めようと決意した。 

 

２ 農業経営の概要 

○経営の展開 

項 

目 

就農時の経営 

(平成 30年 ) 

現在の経営 

(令和４年 ) 

将来の経営 

(令和７年 ) 

 

労
働
力 

男１人(本人) 男１人(本人) 男１人(本人) 

パート１人 

経
営
耕
地 

樹園地     96a 樹園地     121a 樹園地     160a 

経
営
内
容 

極早生温州   8a 

早生温州   14a 

南柑 20号   18a 

普通温州    4a 

宮内伊予柑  13a 

清見     12a 

デコポン   10a 

せとか     8a 

甘平      6a 

ネーブル    3a 

極早生温州   8a 

早生温州   32a 

南柑 20号   18a 

普通温州    4a 

宮内伊予柑  25a 

清見     12a 

デコポン   10a 

せとか     9a 

甘平      0a 

ネーブル    3a 

極早生温州   8a 

早生温州   40a 

南柑 20号   32a 

普通温州    0a 

宮内伊予柑  25a 

清見     12a 

デコポン   10a 

せとか    15a 

甘平      0a 

ネーブル    3a 

ポンカン  15a 

 

〇農業用施設 

農業用倉庫      １棟 

貯水タンク      １槽 

〇主要農業機械 

軽トラック      １台 

  動力噴霧器      １台 

  選果機        １台 

 

３ あしあと 

(1) 就農までの主な経歴 

出身地 愛媛県西予市 

職歴  建設関係会社 

就農年月 平成 30年５月 

（H29.10 月～H30.5 月までは親元で研修） 

 

(2) 就農時の思い 

   前職で培った土木関係の知識と現場

監督としてのリーダー性を、農業にも

活かせないかと考えていた。また、毎

日コツコツ努力する親の姿を見て、自

分が農業を手伝い、負担を少しでも減

らしたいと思った。今まで農業の経験

はなかったが、「なんとかなる」精神

で前向きな気持ちで農業を始めた。 

 

４ 就農時の取り組み 

(1) 技術の習得 

当初は親元就農だったため、父親と

共に農作業を行い、実際に体を動かし

ながら技術を磨いた。特に専門的な栽

培技術については、JA の営農指導員や

県の普及指導員の個別指導や栽培講習

会への出席を通して、少しずつ習得し

た。 

 

 



(2) 資金の準備 

就農当初は前職時代の貯蓄などの自

己資金を活用し、現在は認定新規就農

者の認定を受け、農業次世代人材投資

事業（経営開始型）を活用している。            

 

(3) 農地・住宅の確保 

   農地は、親が借用していた土地を一

部受け継ぐとともに、地域の耕作放棄

地を再生して新規栽培を始めた。 

   実家に住んでいるため、住宅の確保

には困らなかった。 

 

(4) その他苦労したこと 

   前職では現場監督として複数人で協

力しながら仕事していたが、農業では

全て自分１人で考え行動しなければな

らないため、そのギャップに苦労した。

また、柑橘の樹とは意思疎通ができな

いため、どんな管理をすれば生育にど

う影響するかなど、経験がない分理解

することに苦戦した。 

 

５ 農業経営の特徴 

栽培管理の中で、特にせん定に力を入

れている。収量を確保するため、苗木の

生育をいかに早く充実させるか考え、成

木では連年安定生産につながるよう、試

行錯誤しながら、せん定を行っている。

また、マルチドリップ方式の導入を計画

しており、今以上に高品質果実を生産し

ていきたい。 

 

６ これからの夢 

まずは十分な収入を確保するために、

苗木を早く大きくできるよう栽培管理を

行い、収量を増やしていきたい。 

また、西予市明浜町の若手農家４人で

結成した任意組織「天晴農園」としての

売上を伸ばすとともに、法人化を行い、

地元に若い人が戻って来やすい場所づく

りにも取り組んでいきたい。 

 

７ 成功したキーポイント 

  ただ柑橘を作って販売するだけではな

く、お客さんと信頼関係を築けるように

「人」との繋がりを大切にしてきた。ま

た、自分が農業に一生懸命取り組むこと

で、経営の安定化だけでなく、地域の魅

力の底上げにもつながると思う。 

 

８ 就農を目指す方へのアドバイス 

  殻に閉じこもらず、自分がやりたいと

思うことを積極的にやってください。目

の前の課題を考えているだけでは前に進

まず、時間ももったいないので、失敗を

恐れずに「悩む前に行動する」ことが大

切だと思います。 

 

〇 指導機関からのひとこと 

自らの経営に責任を持ち、より美味   

しい柑橘を作ろうと、日々自己研さん

に取り組まれています。地元の若手

農業者の方々と力を合わせて、地域

振興にも尽力されているので、今後

も地域のリーダーとしてのご活躍さ

れることを期待しております。 

 

執筆機関 

 南予地方局農林水産振興部八幡浜支局地域農業育成室 

西予農業指導班 

   電話番号 0894-62-0407 

温州みかんの収穫作業 


